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代表取締役会長 代表取締役社長

株主の皆様へ

株主の皆様には平素から格別のご高配を賜り、厚くお礼

申し上げます。

2017年11月期（2016年12月1日から2017年11月30日

まで）の事業の概況についてご報告いたします。

経営環境
当期における当社グループをとり巻く環境は、欧米を中心

とした先進国経済および中国経済の持ち直しにより、総じて

緩やかに回復いたしました。

事業の経過ならびに成果
このような状況のもと、当社グループは、ロボット事業を

核に、工具、工作機械、ベアリング、油圧機器、そして特殊鋼

事業をあわせ持つ総合機械メーカーとしての特長を活かし、

海外の現地ユーザーを中心とした新規開拓や、新商品の市場

投入、テクニカルセンターの世界各国での開設などにより売

上拡大にとり組んでまいりました。また、内製化や生産性の

向上をはじめとしたコストダウンに努めるとともに、将来の

事業拡大に向けて営業・開発・生産体制の拡充を進めてま

いりました。 

以上の結果、当期の連結売上高は、2,374億円（前期比

12.3％増）となりました。このうち、国内売上高は1,191億

円(同5.5％増)、海外売上高は1,182億円(同20.0％増)で

あります。利益につきましては、営業利益は161億円(前期比

44.8％増)、経常利益は146億円(同89.2％増)、親会社

株主に帰属する当期純利益は97億円(同2.5倍)となりま

した。

配当金
期末配当金につきましては、収益の状況、今後の事業

展開を勘案し、前期と同様に1株につき10円とさせていただき

ました。

今後のとり組み
当社をとり巻く需要構造は、世界的な少子高齢化、労働

人口の減少に加え、A I・loT技術の進展に伴うものづくりの

ＦＡ化の加速など、大きく変化することが予想されます。

当社グループといたしましては、このような需要構造の

変化を大きなチャンスととらえ、需要の拡大が期待できる

ロボット事業に軸足を置き、中期経営方針として「世界のも

のづくりを先進のＦＡシステムとメカトロニクスで革新する」

を掲げ、営業・サービス、製造・調達、研究開発の各面で体質

を強化してまいります。そして、商品ラインナップの拡充、

新しいビジネスチャンスの創出、抜本的なコスト改革、人材

の強化・育成にとり組み、業績の一層の向上に努めてまいり

ます。

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援を

賜りますようお願い申し上げます。

2018年2月
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業績の概要（連結）
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当社は、長期ビジョン実現のマイルストーンとして、2020年を最終年度とする新しい中期経営計画を策定し、
さらなる業容の拡大に向けてスタートしました。

新しい中期経営計画をスタート

自動車や産業機械、電機・電子・ＥＭＳに加え、今後、より一層、多様な分野・用途でロボットの需要が拡大すると
予想されます。当社は、最新で使いやすいロボットとシステムを提供し、お客様のFAニーズに応えてまいります。

ロボット事業のとり組み

○小型ロボットMZシリーズの強化
ＭＺシリーズの小型軽量・高剛性の特長をベースに、
電機・電子・ＥＭＳ分野のボリュームゾーンである
12kg可搬に対応する「ＭＺ12」を市場投入。
引き続き、小型ロボット市場の拡大にとり組んでまいります。

○テクニカルセンターの世界展開

中国・上海をはじめ世界10箇所のロボット
需要地で、最新のロボットシステムが体験
できるテクニカルセンターを開設。
現地のお客様に使い勝手の良いＦＡシステム
をご提案いたします。

売上高：3,000億円
営業利益：270億円
営業利益率：    9％

切削・研削・成形・熱処理・洗浄・コーティングなどの加工技術と
自動車や建設機械、産業機械用など多彩な部品をつくる生産技術、
そして、それらをつなぎ合わせるロボット技術を組み合わせ、
最適なFAシステム・ソリューションを提供します。

2020年度業績目標

※中期経営計画の詳細については、当社HPをご覧下さい。

MZ12
広州テクニカルセンター

売上高：4,000億円
営業利益：600億円
営業利益率：  15%

長期ビジョン業績目標 ＜中期経営方針＞
「世界のものづくりを先進のＦＡシステムとメカトロニクスで革新する」

トピックス
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裾野が広い産業機械分野に向けて、高精度・高効率・長寿命な商材を開発・提供し、
お客様の生産性向上を実現します。

商材の拡充

グローバルでコスト競争力を強化

○ 油圧機器の高圧化

○ タップのシリーズ強化
「Ｈｙｐｅｒ Z タップシリーズ」が日刊工業新聞
“超”モノづくり部品大賞 機械部品賞を受賞

材料・熱処理・表面処理の
シーズ技術を組み合わせ、
耐摩耗性・耐欠損性を大幅
に向上させたことが高く評価
されました。

安定した加工精度と長寿命化
を実現した「Ｈｙpｅｒ Ｚタップ
シリーズ」のラインナップを
拡充。ステンレスを中心とし
た難削材の安定加工を実現し、
生産性を大幅に改善します。

電機・電子部品のプレス加工など多彩な用途で使用される高圧
油圧分野に対し、コンパクトかつクラス最高水準の高圧化を
実現した高圧可変容量形ピストンポンプ「PZH-3Ｂ」を発売。
産業機械の省エネ化・コンパクト化ニーズに対応します。

○ フッ素樹脂用スクリュ部品を市場投入

自動車分野で需要が拡大するフッ素樹脂部品の射出成形に
対応するスクリュ部品「ＮＰＲ-ＦＸ25」をラインナップに追加。
フッ素樹脂部品の安定量産に貢献します。

富山工場（マザー工場）で、生産ラインの機械化・
合理化、基幹部品の内製化拡大、さらにロボット・情報
化技術を取り込んだＦＡシステムの構築にとり組み、
順次、海外工場へ展開し、グローバルでコスト競争力
を強化いたします。

メキシコ工場でベアリングの研削・組立の一貫生産
ラインが本格稼働いたしました。また、中国工場で
ロボット自動組立ラインを導入します。

ＰＺＨ-3Ｂ

NPR-FX25

Hyper Z タップシリーズ

メキシコ工場（ベアリングを製造）中国工場（ロボット・油圧機器・工具を製造）
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当　期
2016年12月1日から
2017年11月30日まで

前期（ご参考）
2015年12月1日から
2016年11月30日まで

当　期
2016年12月1日から
2017年11月30日まで

前期（ご参考）
2015年12月1日から
2016年11月30日まで

当　期
（2017年11月30日現在）

前期（ご参考）
（2016年11月30日現在）

当　期
（2017年11月30日現在）

前期（ご参考）
（2016年11月30日現在）

財務諸表

純 資 産 合 計 119,399104,415

負 債 及 び 純 資 産 合 計 299,155269,438

連結損益計算書 連結キャッシュ・フロー計算書

299,155269,438

連結貸借対照表

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税金等調整前当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

237,461

16,130

14,690

31

641

14,080

9,747

211,449

11,139

7,765

280

226

7,819

3,929

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

25,958

△ 19,527

△ 3,874

2,443

20,093

22,537

15,866

△ 23,418

7,137

△ 1,394

21,487

20,093

139,308

23,436

53,561

51,925

10,385

159,846

114,867

31,598

64,177

9,483

9,608

2,654

42,324

123,736

20,796

48,423

44,351

10,164

145,702

110,011

30,940

62,574

8,053

8,442

1,233

34,457

資 産 合 計

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形及び売掛金

た な 卸 資 産

そ の 他

建 物 及 び 構 築 物

機械装置及び運搬具

土 地

そ の 他

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 合 計

99,083

48,105

29,534

21,443

80,671

53,925

10,866

15,879

90,423

41,414

32,705

16,303

74,599

49,782

10,792

14,024

支払手形及び買掛金

短 期 借 入 金

そ の 他

長 期 借 入 金

退職給付に係る負債

そ の 他

179,755165,023

株 主 資 本

その他の包括利益累計額

非 支 配 株 主 持 分

102,785

16,074

11,137

75,824

△ 251

10,113

6,500

95,519

16,074

11,121

68,562

△ 239

2,551

6,344

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式
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個人
39,192千株
15.8%

グループ持株会
41,592千株
16.7% 

金融機関
84,738千株
34.1% 

その他
国内法人

44,720千株  
18.0% 

証券会社
2,708千株
1.1% 

外国法人等
35,559千株
14.3% 

（2017年11月30日現在）

249,193,436株
20,096名

（注）持株比率は自己株式（681千株）を控除して計算しています。

那 智 わ ね い 持 株 会
ナ チ 不 二 越 従 業 員 持 株 会
ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社
株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行
株 式 会 社 北 陸 銀 行

20,746
13,470
13,182
11,888
8,659

8.35
5.42
5.30
4.78
3.48

（2018年2月21日現在）

（2018年2月21日現在）

（2017年11月30日現在）

東京都港区東新橋1-9-2　汐留住友ビル17F 〒105-0021
富山市不二越本町1-1-1　〒930-8511 ［工具　工作機械　ベアリング　ロボット］
東京都港区東新橋1-9-2　汐留住友ビル17F 〒105-0021
名古屋市名東区高社2-120-3　ナチ名古屋ビル 〒465-0095
大阪市北区中之島3-2-18　住友中之島ビル5F 〒530-0005
富山市米田町3-1-1　〒931-8511 ［特殊鋼］ ／ 富山市中田3-2-1　〒931-8453 ［油圧機器］
富山県滑川市大掛176　〒936-0802 ［油圧機器　カーハイドロリクス　コーティング　工業炉］

NACHI AMERICA INC.（アメリカ）   NACHI EUROPE GmbH（ドイツ）
那智不二越（上海）貿易有限公司（中国）   那智不二越（江蘇）精密機械有限公司（中国）
NACHI TECHNOLOGY（THAILAND）CO., LTD.（タイ）   NACHI SINGAPORE PTE. LTD.（シンガポール）

1928年12月21日　　資本金　160億円　　従業員数　3,072名（グループ人員7,202名）

機械工具事業 切削工具、塑性加工工具、切断工具、工作機械、機械加工システム、ロボット、ロボットシステム
部 品 事 業 ベアリング、油圧機器、カーハイドロリクス
その他の事業 特殊鋼、コーティング、工業炉

濵 本 　 智
延 谷 良 平
国 崎 　 晃
黒 澤 　 勉

上 席 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員

野 村 勇 三 郎
越 濱 哲 夫
牛 丸 裕 之
小 野 田 哲 之
栃 谷 茂 実

執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

谷 本 和 穂
油 本 雄 三
常 川 和 幸
中 村 成 利

執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

代表取締役会長
代表取締役社長
取 締 役 副 社 長
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役

本 間 博 夫
薄 田 賢 二
林 　 秀 憲
小 林 昌 行
渡 辺 孝 一
藤 樫 　 茂
井 上 　 徹

古 澤 　 哲
浦 田 信 一
塚 本 　 裕
佐 々 木 法 嗣
三 浦 　 昇
坂 本 　 淳
原 　 英 明

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

塚 原 一 男
岩 田 眞 二 郎
山 田 　 寛
堀 　 將 志
山 崎 昌 一
飯 村 　 北

＊印は、それぞれ社外取締役、社外監査役です。

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
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ネジ穴加工の最終工程に使用される工具
「タップ」です。
「 Hyper Z タップシリーズ 」は、当社のシーズ技術を
結集し、安定した加工精度と長寿命化を実現。
加工現場の生産性向上に貢献します。


